
〇楽しく温もりのある学校
〇地域の根ざした「おらが学校」
〇ステップアップする学校

重点目標

学校関係者評価

評価項目 満足度指標 取組の状況 達成状況 評価者の意見

1
児童が，授業において主体的に学
習に取り組むように指導・工夫す
ることができた。

Ａ

2
児童が，自分の思いや考えを進ん
で表現できるように指導すること
ができた。

Ａ

3

児童が，学習の「見通し」と「振
り返り」を確実に行い，次の学習
に意欲的に学習に取り組むことが
できるように指導・助言すること
ができた。

Ａ

4

児童が，宿題や家庭学習(学年×10
分+10分)を進んで行うことができ
るような手立てをとることができ
た。

Ｂ

5
児童が「自分のよいところ」に気
付けるように意識して指導するこ
とができた。

Ａ

6
児童同士がよさを認め合ったり，
学び合ったりするなど，仲良くで
きる機会を設けることができた。

Ａ

7
児童が，様々な行事に目標をもっ
て参加できるように指導・工夫す
ることができた。

Ａ

8
児童が，将来の夢や希望について
考え，目標をもって生活に臨める
ように指導することができた。

Ｂ

9
基本的な生活習慣の定着に向けて
指導することができた。

Ａ

10

運動量の確保を目指して，業間休
みや昼休みに元気に遊んだり体を
動かしたりするように声を掛ける
ことができた。

Ｂ

11
衛生用品などをしっかりと持って
くるように指導することができ
た。

Ａ

12
登下校の交通ルールやスクールバ
スの利用について，指導すること
ができた。

Ａ

13
児童の挨拶・返事・言葉遣いにつ
いて，適切な指導をすることがで
きた。

Ａ

14
学校の決まりや学級で決められた
生活の約束を守ることができるよ
うに指導することができた。

Ａ

15
忘れ物を減らすために，明日の準
備や宿題をできるよう指導を工夫
することができた。

Ａ

16
手洗いやうがいの指導をすること
ができた。

Ａ

17

児童に，テレビ・ゲーム・動画の
視聴時間を意識させ，健康で安全
な生活をするように指導すること
ができた。

Ｂ

18
先生は，子どものよさ（個性）を
理解し，公平に接していました
か。

Ａ

19
先生は，いじめや悪いことをした
ときはきちんと指導していました
か。

Ａ

20
先生は，学習における子どもの能
力や努力を適切に評価していまし
たか。

Ａ

21
学校は，気になることを相談しや
すい雰囲気がありましたか。

Ａ

22
学校の施設や設備の環境は，安全
できちんと整備が行われていまし
たか。

Ａ

23
学校での職員の対応は，礼儀正し
く，丁寧で，親切でしたか。

Ａ

24
お子さまは，「学校が楽しい」と
話していますか。

Ａ

25
学校の様子はよく分かりました
か。

Ｂ
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・保護者との連携を図り，適切に情報
交換を行うことで，一人一人の個性に
応じた指導に努める。

・毎月，安全点検を実施，また，分担
個所を交代することで複数の目で確認
し，事故防止に努める。

・職員による校舎内外の整備，児童活
動の一環とした花壇づくりにより環境
美化に努める。

・児童一人一人の学校生活の把握，保
護者との個別面談，児童との教育相談
等の積み重ねにより，学校や学級が児
童にとって安心して過ごせる場所であ
るよう努める。

・総合的な学習の時間や生活科，特別
活動社会科等で，発達段階に応じた郷
土教育の推進に努める。
　

○子どものよさ（個性）を理解し，公平に接している，学習における子ど
もの能力や努力を適切に評価していると感じている保護者はそれぞれ
100％であった。
〇学校での職員の対応は丁寧で，気になることを相談しやすい雰囲気があ
ると感じる保護者は，96％であった。
〇子供が「学校が楽しい」と話していると感じる保護者は，95％であっ
た。また，学校の様子がよくわかる保護者は，93％であった。

・「ちょボラ活動」を運営委員会が呼び掛けることで，多くの児童がボラ
ンティア的な活動に参加して働くことができた。進んで自宅からバス停ま
でのゴミを拾って登校する児童も数名おり，自ら進んで行動できる力が
育ってきている。花壇の整備や除草，桜の植樹,紫陽花プロジェクトなど
に児童が参加し体験することができ皆で協力することの効果や大切さを感
じることができた。

・保護者からの要望等について，各担任や生徒指導主事，特別支援コー
ディネーター等，複数で役割を確認しながら対応した。必要に応じて面談
を行うことを通して信頼関係を築くことができるように努めた。

・郷土教育については，地域の施設見学や地域で活躍している方の話を聞
くことで，それぞれのテーマについて知ることができたり，理解したりす
ることができた。また,学習したことをもとにまとめたり市への提言を映
像に撮ってテレビで放映してもらうこともできた。

・コロナ禍で音楽活動ができず各種音楽会・コンクールにも参加できな
かったが,演劇やダンス，学年合唱（マスクあり）をリモートや録音・録
画，オンライン授業，３蜜を避ける形で行ったり発表したりすることがで
きた。また，給食センターの方への感謝のメッセージや在校生卒業生，お
世話になって先生へなど，相手意識をもって文章で記したりまとめて掲示
したりプレゼントをする活動を通して，自分の思いや考えを表現すること
が少しずつできる児童が増えた。

・働き方改革が進み，先生方が学習・生徒
指導に専念できる土台をつくっており，そ
れが子供たちの姿に現れている。

・北浦地区の良さを活かし，今後も子供た
ちのために関わっていってほしい。

・リモート授業を通して休校中であっても
親は子供が活動でき良かったと感じている
と思う。新しい生活様式のもと工夫して教
育活動を実施し，子供達の自信に繋がるよ
うにしてほしい。
・郷土教育については，社会科専科の系統
的・計画的な年間計画のもと，体験学習，
校外学習を効果的に取り入れ成果を上げて
いる。学んだことを行方エリアテレビを通
して放映したり多目的スペースに掲示した
りするなど工夫されている。自分たちの住
む地域や県，日本についてよく知り愛着を
今後ももってほしい。

○信頼される学校づくりを目指して保護者等との適切な
関わりを確認する。

○積極的な情報発信（学校だより，ＨＰの充実）を行う
ことで，学校の様子を保護者や地域に理解されるように
する。

○学校と保護者，保護者間など，学校行事やＰＴＡ活動
などを通して，関係づくりを推進する。特に，学年委員
を核とした活動を工夫する。

○電話対応や連絡帳への記載などに十分留意し，保護者
が相談しやすい関係づくりに努める。ミニ研修などを通
して全職員の共通理解を図る。

○学校コンプライアンス委員会を実施するとともに，学
校の実態に応じた研修内容の工夫を図り，服務規律の徹
底を図る。

○児童に出番のある学校を目指す。
・児童主体の行事　・発表の場の確保

〇郷土教育における体験活動と地域人材の活用，まとめ
と外への発信を行う。

○オーストラリア姉妹校との交流を効果的に実施する。

　　【達成状況】　◇よくできた　８５％以上
　　　　　　　　　◇概ねできた　６０％以上
　　　　　　　　　◇努力が必要　５９％以下

　　　※アンケート結果のＡ＋Ｂの合計％
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〔Ｒ３ 指標〕
○体力テストＡ+Ｂの割合が全児童
75％以上　(Ｒ1 74.8％）
○ＳＮＳの利用時間２時間以下　72％
以上(Ｒ２ 71.5％）
○むし歯無・むし歯処置完了率　92％
以上（Ｒ2　91.5％）

※体力づくりを推進
・体育の授業の工夫（運動量の確保，
投力・持久力向上）
・業間運動の実施，ロング昼休みでの
外遊びの推奨
※食に関する指導
・栄養教諭による食育授業実施
※健康・安全教育
・感染症予防の徹底（家庭との連携・
環境づくり）
・通学時の現地指導・スクールバスへ
の教員同乗指導
・生活習慣チェック・歯の治療推進活
動の実施
・ＳＮＳ等の安全・安心な活用への指
導・家庭との連携
・小中合同避難訓練の実施（引き渡し
訓練を含む）

〔Ｒ３ 指標〕の達成状況及び考察
○体力テストＡ＋Ｂ 61％

○朝食摂取 94.0％

○むし歯無・むし歯処置完了率　90.8％

・登校斑やスクールバスごとに安全な歩行やバス乗車の仕方について定期
的に指導した。同乗指導や立哨指導を行うことができた。
・休み時間の約束について，児童に確認させる機会を設けたり，教師の意
識を高めたりする必要がある。また，積極的に教師が外へ出て，児童の様
子を見守るようにし，安全な遊具の使い方，遊び方等をより指導できる機
会を設定する必要がある。
・毎週水曜日の給食時間に，栄養教諭による食育指導を各学級ごとに実施
した。
・体育ｺｰﾅｰや体力づくりについての掲示や数値目標を掲示することで，児
童の体力向上への意識向上をつねに図っている。
・朝食摂取及びむし歯処置に向け，健康チェックや学校だより，学校保健
委員会を通し，保護者と共に意識づけ，習慣かが図れるように工夫でき
た。
・学校保健委員会は文書による研修,小中合同引き渡し訓練は縮小実施等,
工夫して行うことができた。

・コロナ禍においても先生方が工夫して体
力づくりに取り組んでいる様子が見られ
る。今年は体力づくりの成果がなかなかあ
がらなかったが，この時代の子供たちの体
力についてはできる限りどこかでサポート
できるように覚えておく必要がある。

・生活習慣については数値的には高く良
い。交通安全や衛生管理についても,積極
的に学校が関わっていて好感がもてる。今
後も適宜的確に意識して関わっていくべき
である。

〔Ｒ４ 指標〕の達成状況及び考察
【 体 力 テ ス ト 】
Ａ+Ｂの割合 67％以上
【生活習慣チェック】
ＳＮＳ等の利用時間２時間以下 72％以上（R2 71.5%）
むし歯無・むし歯処置完了率 92％以上(R2 91.5%)

１　体力づくりを推進する。
・体育の授業の工夫（運動量確保，投力・持久力向上）
・業間運動の実施，ロング昼休みでの外遊びの奨励
２　食に関する指導を行う。
・栄養教諭による食育の授業実施
３　健康・安全教育を推進する。
・感染症予防の徹底(家庭との連携・環境づくり)と保健
指導の充実
・通学時の現地指導・スクールバスへの教員の同乗指導
・生活習慣チェック・歯の治療推進活動の実施
・ＳＮＳ等の安心・安全な活用への指導・家庭との連携
・小中合同避難訓練の実施（引き渡し訓練を含む）
・施設・設備の安全管理と防災・不審者への対応
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・学校経営方針を全職員が理解し，各
主任が中心となって立てた計画の実行
に向け，組織的・協働的に取り組むよ
うに努める。

・基本的な生活習慣づくりやその改善
を図るため，アンケート調査の結果や
日々の児童の様子をもとに，生徒指導
主事を中心として生活改善を目的とし
た集会活動の実施や各学級における発
達段階に応じた指導を行うように努め
る。

・支援会議や校内研修を充実させ，特
に配慮を要する児童について情報の共
有化を図り，一人一人の教育的ニーズ
にこたえられるように努める。

・学校や学級の様子，児童の活動の様
子がよく分かるように，お知らせ文
書，学校・学級だより，保健だより等
の発行，学校ホームページの更新に努
める。

・年間を通じて，朝の登下校時に「あいさつし隊」によるあいさつ運動を
実施し定着してきた。子供たちから楽しみながら進んであいさつをできる
ようになってきた。
・学校生活を落ち着いて過ごすことができるように，保護者との面談をも
つように努めた。児童の課題だけではなく，よさを取り上げることによっ
て，相互理解を深めることができた。また，連絡帳を積極的に活用した理
解を今後も継続したい。
・行事や授業のめあてを意識し，その視点でどのように子供が活動し，ど
のように成長したのかが分かる学校ホームページや学校便りを意識し，更
新できた。
・家庭学習については，宿題への取組は進んでいるが，自主学習について
は内容の具体的な提示など，児童の興味関心を高めたり，取組を認めたり
する活動をさらに進めたい。また，機会をとらえて保護者への理解啓発を
図り，学習への習慣化を図りたい。
・新型コロナ感染症における人権教育及び感染症予防の視点から，全校ビ
デオの視聴，うがい・手洗いに関するテープサートを用いた委員会児童に
よる放送劇の実施，掲示により，安全安心な学校の意識化・実践が図られ
た。
・児童に,テレビ・ゲーム・動画の視聴時間を意識させる取組として，学
級活動で取り扱うだけでなく,放送による朝会を効果的に活用し実施でき
た。人権教育・防災安全・基本的な生活習慣等についても実施し,効果的
であった。
 

・課金を伴うゲーム,ネットにおける誹謗
中傷,写真の拡散など,児童だけでなく保護
者もルールが守れていない。犯罪に巻き込
まれてからでは遅い。

・リモート児童集会やホームページ，学校
だよりで生徒指導主事が中心となりＳＮＳ
の使い方について取り組んでおり効果をあ
げている。今後も継続して指導してもらい
たい。

・タブレットＰＣを昨年度以上に効果的に
学習に取り入れていて素晴らしい。ＳＮＳ
に関しては未然防止，早期発見適切な指導
や上手に付き合う基礎をつくれるようにこ
れからも取り組んでほしい。

○基本的な生活習慣の定着について，生活スタンダード
など教師一人一人が十分理解できる場をつくるととも
に，指導の状況をチェックできる態勢を構築し指導の徹
底を図る。

○生活習慣づくりについて，運営委員会，保健委員会を
中心にした児童主体の活動や学級での取組を進めるとと
もに，多様な情報発信による家庭との連携を深める。

○今後の課題となるゲームやインターネット，携帯電話
の使い方について，保護者との懇談の機会を学期１回実
施する。また，学級活動等で取り上げるとともに，学年
の実態に応じた講話（外部講師）を開催する。

○家庭学習手引きの活用や家庭学習計画表の作成，認め
励ます振り返りの実践を進めるとともに，取組内容の厳
選，保護者との連携に取り組む。
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〔Ｒ３ 指標〕
○友達の考えを自分の考えに活かす児
童88％（R2　79％）以上
〇授業力が伸びたと実感する教職員
90％以上
◇学診経年 県平均レベル
○読書冊数年間50冊以上の児童80％
  (R2　84％)

※主体的・対話的で，深い学びを引き
出す授業の実践
　北浦小授業スタイルの授業を実施➡
評価からの授業改善，年間を通した計
画的な授業研修の実施
・ICT，ホワイトボードの活用(課題設
定・学び合いでの活用）
※基礎基本の定着
・北浦タイム（毎日昼15分）による計
画的な学び直し
※家庭の習慣化
・家庭学習の充実
（学年×10分+10分以上　ＩＣＴ活用）
・読書タイムの設定(朝読書週4回）

〔Ｒ３ 指標〕の達成状況及び考察
○友達の考えを自分の考えに活かす児童　90.7％
○授業力が伸びたと実感する教職員　100％
◇学診経年（学力定着度テストにおいて，平均越）
○読書冊数が年間で50冊以上の児童  84.5%

・今年度は，大学教授や市の指導主事の先生を召喚し，視点をしっかりと
もち授業改善に努めた。教科領域での研修，相互参観，研究協議を行うこ
とにより，教師の授業改善に対する意識を高めることができた。各教科の
見方考え方，授業の進め方を３度の授業参観・研究協議において深めるこ
とができた。昨年度より全職員で共通理解共通実践できるようになってき
た。課題提示のためのICT活用にとどまることなく，教育コンテンツを効
果的に用いて自分の考えを紹介したり友達の考えと比較をしたり，自分の
考えを深めたりできる教員が増加した。オンライン授業が多くあったが，
どの職員もＩＣＴを使うだけではなく，場に応じて効果的に活用する方法
を考え実施していた。ＩＣＴやホワイトボードを活用した課題設定や言語
活動を重視し，学習のあらゆる場面で言語を介した交流を進めて表現力を
高めるとともに，ものの見方・考え方を以前より意識して授業できるよう
になった。
・児童に発表の場（全校朝会・始業式・終業式・入学式・卒業式・遠足・
運動会等）を意図的に設定したことで自分の意見を自信をもって発表・発
信できる態度が育った。
・北浦タイムファイルを作成することで，学習の蓄積やふり返り，今後の
学習に活用しようとする児童が増えた。
・コロナ禍でも放送によるPTA図書委員による読み聞かせ会や昼休みの多
目的スペースや図書室での高学年によるボランティア読み聞かせが行わ
れ，好評であった。また，図書室での貸出業務改善のための週２回の図書
のボランティアの協力を得た。図書委員会においても読書を奨励する工夫
（くじ引き付き手作りしおりのプレゼント）などが行われ効果的であっ
た。

・先生方が，児童の思考を高め合える場の
設定，主体の授業を実践することで，成果
を上げていることはすばらしい。子供たち
が伸び伸びと以前より学びに向かっている
様子が伝わってくる。教科領域等での研修
を行い，より充実じた授業の実践，個に応
じた関わりを意識した実践の様子がわか
り，日々の先生方の授業の工夫が伝わって
きた。
・以前より小中の連携が感じられる。特に
英語や数学，家庭学習についてはより個の
学びが続いていくよう連携していくと良
い。
・読書については低学年の読書量が多い。
家での読書を勧めたり本の読む面白さを伝
える機会を多くもち，読む本のジャンルも
含め広めたりじっくりと読むことに移行し
ていくと良い。
・子供たちの書く文字が丁寧で，低学年か
らしっかりと指導している様子が伺える。
・新聞に興味をもって取り組み，文章に興
味を盛もって取り組む様子が伝わってく
る。
・家庭学習については家庭の部屋の環境，
兄姉の様子等で変わってくるが，学習する
内容も含めて地道に指導していく必要があ
る。
・オンライン授業も含め，ＩＣＴを活用し
た授業，外国語活動・外国語の授業におい
て子供たちが生き生きと活動しており素晴
らしい。

〔Ｒ４ 指標〕の達成状況及び考察
【 学診テスト】県平均レベル
【 読　　書 】読書年間で50冊以上80％
【 授業改善 】学校評価アンケート
・友達の考えを自分の考えに生かす児童 90％以上
・授業力が伸びた実感する教職員 90％以上

１　主体的･対話的で，深い学びを引き出す授業の実践
をする。
・北浦小授業スタイルの授業の実践（評価からの授業改
善）
・年間を通した計画的な授業研修の実施
・視点を明確にしたまとめ，ふり返りの実施
２　基礎基本の定着を図る。
・北浦タイム（毎日昼15分）による計画的な学び直し
※授業やテストで理解が不十分な内容等への取組
　（タブレットＰＣを活用した学び直し）
３　学習の習慣化を図る。
・家庭学習の実施（「学年×10分＋10分」以上，ＩＣＴ
活用）
・読書タイムの設定（朝読書週４回）
・タブレットＰＣ等を活用した家庭学習の工夫
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〔Ｒ３ 指標〕
○進んであいさつができる児童 94％
　(Ｒ2　90.2％）
○自分にはよいところがある　A+B 80%
以上　(Ｒ2　77％）

※道徳教育の推進
・授業を核とした道徳教育の充実（全
職員の授業公開）
・すすんであいさつすることの実践(あ
いさつ運動）
※豊かな体験活動の推進
・SGE・SSTの実施（全学級・学期1回以
上）
・交流体験活動の充実（保幼小連携・
小中一貫・特別支援教育連携）
※特別支援教育・人権教育の推進
・児童一人一人の実態にあった指導支
援（教育支援会議・ケース会議等の実
施）
・自立活動の授業の充実
・キャリア教育の充実（名前・夢を大
切にする指導）
・生活アンケートの実施（学期1回）

〔Ｒ３ 指標〕の達成状況及び考察
○進んであいさつ・返事ができる児童　92.5％
○自分には良いところがある　85.4％

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の関わりによ
り，不適応を起こしている児童への支援を行ってきた。また，日常的には
生徒指導主事や特別支援コーディネーターが，その対応に適切にあたって
きた。全職員からの情報を一点に集めることで素早い対応ができ，状況に
応じたケース会議を行うことで学校内外の連絡を適切に取ることができ
た。児童相談所やこども福祉課，学校教育課とも連携し，ひとりひとりの
子供たちが安心して学校生活が送れるよう学校運営ができた。
・授業参観において全職員が「道徳」の授業を公開できた。また，学校長
による「夢」についての授業において，自分の夢を大切にする指導にもつ
ながった。高学年中心に「進んであいさつし隊」を結成し，多くの児童が
参加できた。
・全学級学期１回以上のSSG・SSTの実施ができた。
・保幼小連携では，コロナ禍で直接の交流はできなかったが，お手紙やプ
レゼント（1年・5年），運動会招待見送りの際のお手紙準備（2年生），
学校紹介ビデオの児童自身による企画・撮影（1年生），相互保育や授業
体験（職員対象），情報交換を行い，相互理解や入学への不安の軽減につ
ながった。
・小中一貫の９年間を見通したキャリアノートの活用により，毎学期ごと
に個別の目標設定，目標達成を目指した取組，さらに振り返りによって自
己理解を深めることができた。
・適時にケース会議や教育支援会議を行い組織的に取り組むことで，児童
ひとりひとりの実態の指導を学校全体で行えるようになった。

・お互いの良さを認め合い友達を増やそう
とする専門家やクラスでの年間を通した取
組がよい。学校全体がまとまって温かく子
供たちを育てている様子が感じられる。学
校だよりは，学校の様子を知る上でとても
よい。また，掲示物も全児童が見られるよ
うになっている。

・保護者が「子供が自分に良いところがあ
ると感じていると思うか？」の問いの回答
が低いことから，保護者自身も子供の良さ
を理解してみてもらえるような取組を学校
からも何か行えるとよい。

・児童と先生方の関係が良いのが授業参観
からも感じられてとても良い。オンライン
保健室やカウンセリングなど，タブレット
ＰＣの活用がされていてとても良い。これ
からも実体験を伴った活動も含め効果的に
行ってほしい。

・将来の夢や目標をもっている児童が学級
活動や道徳等の取組で増えてきている。
「夢」を温かく捉え,先を明るく見据えら
れるようこれからも教師も親も関わって
いってほしい。

〔Ｒ４ 指標〕の達成状況及び考察
【学校評価アンケート】
進んであいさつできる児童 94％以上
自分にはよいところがあるA+B 80％以上（R2 77％）

１　道徳教育を推進する。
・授業を核とした道徳教育の充実
・進んであいさつすることの実践（あいさつ運動）
２　豊かな体験活動を推進する。
・ＳＧＥ・ＳＳＴの実施
（全学級・学期１回以上）
・交流体験活動の実施
（保幼小連携，小中一貫，特別支援教育連携）
３　特別支援教育・人権教育を推進する。
・児童一人一人の実態にあった指導支援
（教育支援会議，ケース会議等の実施）
・自立活動の授業の充実
・キャリア教育の充実（名前・夢を大切にする指導）
・生活アンケート実施（学期1回）
　早期対応によるいじめ・不登校対策の充実

令和３年度　学校関係者評価報告書　　　　　　　行方市立北浦小学校

　目指す学校像

１　授業力の向上と家庭学習の充実による学力の向上
２　体験活動・キャリア教育を通した豊かな心の育成
３　基本的生活習慣の育成と体力向上
４　児童の安全確保と「自分の命は自分で守る」姿勢の育成
５　家庭・地域との連携による「おらが学校づくり」

自己評価

次年度への方向(改善計画等)




